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人口１６７７人 

（男）８４７人 

（女）８３０人 

 世帯数 

   ６２６世帯 

  ( R2.5.1現在) 

No167 

2020.6.1 

令和２年 

こ
ど
も
園
入
園
式
（
４
月
７
日
） 

小
学
校
入
学
式
（
４
月
８
日
） 

東野こども園ご入園・東野小学校ご入学おめでとうございます 
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自治会名 自治会長名 体育推進員  福祉協力員 女性代表 環境委員 

小野川 西尾 慶穂 西尾 慶穂 西尾 慶穂 三宅 敏行 

遠藤 照子 

（下浜井場） 

西尾 慶穂 西尾 益見 西尾 慶穂 

上浜井場 伊藤 全孝 伊藤 全孝 伊藤 全孝 篠原登志郎 伊藤 全孝 足立 浩美 伊藤 全孝 

下浜井場 伊藤 顕 伊藤 顕 篠原 政清 長谷川久雄 西尾 泰彦 杉本 成美 伊藤 顕 

中辻 猪野 幸男 猪野 幸男 中村 吉孝 林 基憲 林 那加子 

（中辻） 

猪野 幸男 猪野 久子 猪野 幸男 

下辻 永野 昌枝 永野 昌枝 三宅 恵志 永野 辰生 永野 昌枝 三宅美代子 永野 昌枝 

白坂 金子 康弘 金子 康弘 北村 紀幸 長谷川良司 曽我優依 加藤 規子 金子 美香 金子 康弘 

北万場 太田 正昭 太田 正昭 足立 勤 伊藤 倫永 土方登美子 

（南万場） 

太田 正昭 伊藤 悦子 太田 正昭 

南万場 西尾 昌之 西尾 昌之 川口 陽助 川口 陽助 西尾 昌之 土方ちづる 西尾 昌之 

井の下 山口 貴弘 山口 貴弘 光岡 雅康 土方 康正 菊池 陽子 

（井の下） 

伊藤 日美 古山美智代 山口 貴弘 

小麦田 足立 聡史 足立 聡史 渡辺 栄治 伊藤 善章 伊藤 啓子 大谷ふみ江 足立 聡史 

北中切 大島 浩和 鷹見 尚雅 足立 将和 與合 啓介 伊藤 歩 

（北中切） 

大島 浩和 足立 恵子 大島 浩和 

南中切 安江 勝己 安江 勝己 内木 義則 伊藤 暢敏 安江 勝己 安江千登世 伊藤 忠廣 

向島 渡辺 裕之 渡辺 裕之 渡辺 俊一 藤川 大虎 

渡辺 純 

（中島） 

飯田 千昌 渡辺まさこ 渡辺 裕之 

下沢 千藤一二三 千藤一二三 岡本 光美 千藤 誠司 千藤一二三 千藤 京子 千藤 誠司 

中島 渡辺由利子 渡辺由利子 西尾 真二 水野 智文 千藤 圭子 伊藤登紀子 渡辺由利子 

南天王前 伊藤 晟 伊藤 晟 千藤 稔 千藤 彰将 伊藤幸枝 

（南天王前） 

伊藤 晟 伊藤 俊子 伊藤 晟 

北天王前 千藤 徳男 千藤 徳男 伊藤 仁 伊藤 義信 千藤 勝彦 千藤 弥生 千藤 徳男 

上染戸 篠原 幹典 篠原 幹典 藤田 敏昌 古山 良人 篠原 幹典 渡辺安紀子 篠原 幹典 

西尾由美子 

（南大門） 
下染戸 篠原 孝枝 篠原 孝枝 永野 寛昌 千藤 敏美 篠原 孝枝 永野ひとみ 篠原 孝枝 

南大門 西尾 幸克 西尾 幸克 千藤 孝夫 河村 和直 西尾 幸克 西尾由美子 西尾 幸克 

上大門 足立 明夫 足立 明夫 西尾 克彦 市川 雅久 林 聡子 

（下大門） 

丸山 年道 丸山 敏子 足立 明夫 

下大門 鈴木 幸盛 鈴木 幸盛 丸山 孝之 千藤 利彦 藤田 淳子 長谷川加代子 鈴木 幸盛 

宮の前 足立 元紀 足立 元紀 西尾 英治 渡辺 浩二 曽我 優依 

（宮の前） 

村山ひとみ 村山ひとみ 足立 元紀 

北山 太田 達也 太田 達也 渡辺 祥夫 古沢 秀樹 太田 達也 太田 深雪 太田 達也 

令和２年度 東野地区各種団体役員名簿                                         

                         １年間、よろしくお願いいたします。 

●
東
野
開
発
振
興
会 

〇
会
長
・・
・岡
本
光
美 

 
 

〇
副
会
長
・西
尾
幸
男
・渡
辺
静
男 

〇
理
事
・・･･

西
尾
泰
彦
・足
立
正
史 

 
     

     

・   

曽
我
昭
光
・土
方
博
美 

 
 

 
 

 
 

      

西
尾
猛
・千
藤
岳
明 

 
 

 
 

 
      

光
岡
伸
康 

〇
監
事
・･･

・渡
辺
泰
成
・伊
藤
善
章 

 

●
東
野
自
治
連
合
会 

〇
会
長
・・
・岡
本
光
美 

〇
副
会
長
・西
尾
幸
男
・渡
辺
静
男 

 

●
東
野
生
産
森
林
組
合 

 
 

 

（５
／
15

現
在
） 

 
 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の

た
め
総
会
が
開
催
で
き
ず
、
役
員
が

承
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 
 

総
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
ら
紹
介
い
た
し
ま

す
。 

 

●
壮
健
東
雲
連
合
会 

〇
会
長 

伊
藤
全
孝 

〇
副
会
長 

岡
本
光
美 

〇
婦
人
部
長 

長
谷
川
幸
子 

〇
書
記
・会
計
・
・・長
谷
川
克
巳 

〇
監
査 

吉
村
義
夫
・伊
藤
節
子 

〇
第
一
東
雲
会
長 

伊
藤
全
孝 

〇
第
二
東
雲
会
長 

吉
村
義
夫 

〇
第
三
東
雲
会
長 

長
谷
川
誠
志 

〇
第
四
東
雲
会
長 

藤
川
千
行 

〇
第
五
東
雲
会
長 

岡
本
光
美 

〇
第
六
東
雲
会
長 

長
谷
川
克
巳 

 

●
東
野
民
生
児
童
委
員 

〇
長
谷
川
和
利
・遠
藤
茂
樹 

 
 

松
本
広
英
・小
泉
恵
美
子 

●
東
野
主
任
児
童
委
員 

 
 

 
 

 
 

杉
本
成
美
・千
藤
佳
子 

 

●
消
防
団
第
３
分
団 

〇
分
団
長
・・
・・千
藤
基
恭 

〇
副
分
団
長
・・水
野
裕
介 

 

●
東
野
青
少
年
育
成
会
議 

〇
会
長
・渡
辺
泰
成 

〇
市
青
少
年
育
成
推
進
員 

 
 

 
 

 

伊
藤
忠
廣
・篠
原
佳
代
子 

●
東
野
体
育
協
会 

〇
会
長
・・
・・西
尾
幸
男 

〇
副
会
長
・・千
藤
富
久
・足
立
幸
秀 

 

●
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

〇
会
長
・・
・鈴
木
武
弘 

〇
副
会
長
・五
月
女
和
弘 

 
 

 
 

 
 

 

伊
藤
真
理 

〇
子
ど
も
会
育
成
会 

 
 

 
 

 

代
表
・岡
田 

真
輝 

 

●
こ
ど
も
園
育
成
会 

〇
会
長
・・
・・
・・伊
藤
善
秀 

〇
副
会
長
・・
・・西
尾
綾
美 

 

●
恵
那
東
中
第
９
支
部 

〇
支
部
長
・・
・・森
下
覚 

〇
副
支
部
長
・・長
谷
川
良
司 

 

●
交
通
安
全
協
会
東
野
支
部 

〇
支
部
長
・・
・・長
谷
川
久
雄 

〇
副
支
部
長
・・篠
原
登
志
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
谷
川
良
司 

 

●
東
野
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

〇
会
長
・・
・伊
藤
宮
夫 

〇
副
会
長
・三
宅
一
嘉
・千
藤
恵
三 

（以
上
敬
称
略
） 
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令
和
２
年
度
も
東
野
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す 

 

東
野
で
は
。
平
成
19
年
11
月
２
日
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
以
来
13

年
間
、
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
左
の
表

の
よ
う
に
、
自
治
連
合
会
、
開
発
振
興
会
、
交
通
安
全
協
会
の

よ
う
な
地
域
の
諸
機
関
、
諸
団
体

の
皆
さ
ん
で
す
。 

 

東
野
生
産
森
林
組
合
の
軽
ワ
ゴ

ン
車
を
使
い
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放

送
し
な
が
ら
小
中
学
生
の
下
校
時

刻
に
合
わ
せ
、
町
内
を
細
か
く
回

り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 
 

卒
園
式
・
卒
業
式 

 

間
も
な
く
桜
が
咲
く
３
月
。
東
野
こ
ど
も
園
・
小
学
校

で
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
園
式
・
卒
業
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
ご

来
賓
が
参
加
で
き
ず
、
少
し
寂
し
い
式

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
卒
園
児
は
自
分
の
夢
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

ど
の
子
も
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
成
長
し
た
姿
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

卒
業
生
は
、
休
校
措
置
で
練
習
が
で
き
ず
、
当
日
の
朝
だ

け
の
練
習
で
し
た
が
、
一
生
懸
命
、
式
の
流
れ
を
覚
え
、
感

動
的
な
式
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

残
念
な
が
ら
式
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
在
校
生
で
し
た

が
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
は
自
分
の
抱
負
を
堂
々
と
発
表

し
ま
し
た
。 

 

い
つ
も
と
は
違
っ
た
卒
業
式
で
し
た

が
、
会
場
が
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

 

卒
園
生
、
卒
業
生
と
も
に
小
学
校
や

中
学
校
と
い
う
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
の

ご
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。 

令和２年度 東野地域安全パトロール実施日 

  

  17   27      

17       ４    28 

24    ４   11     

     18 15    

 15   25    22    

 22    ２   29    

 29    ９    ５   

  ５   16    12   

  12   23    19   

  19   30    26   

  26    ６    ５  

   ３   13    12  

   10   20    19  夕日を受けてパトロール出発 

巣
立
ち
と
新
た
な
出
会
い 

 
 

６
年
間
の
ス
タ
ー
ト 

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生 

 

４
月
８
日
（
水
）
に
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
の
新
入
生
は
、
男
子
５

名
、
女
子
３
名
で
す
。
ど
の
子
も
担
任

の
肥
田
先
生
と
宮
崎
先
生
か
ら
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
『
頑
張
ろ
う
』
と
い
う
気

持
ち
を
込
め
て
「
ハ
イ
」
と
大
き
な
声

で
返
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

６
年
間
で
、
た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。 

令和２年度 

 こども園園児数 

   黄（き）組     ８名 

   桃（もも）組    ５名 

                                 緑（みどり）組  １２名 

    合 計     ２５名 

 小学校児童数     １年               ７名                  

                                ２年                    １８名 

                                                                 ３年                                             １２名 

                                ４年          １２名 

                                ５年          １８名 

                                ６年          １３名              

                                いぶき        ６名 

                       合  計      ８６名 

 

今
日
か
ら
こ
ど
も
園
で
た
く
さ
ん
学
び
ま
す 

 

４
月
７
日
（
火
）
、
こ
ど
も
園
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

   

今
年
度
は
黄
組
（
３
歳
児
）

８
名
、
緑
組
（
５
歳
児
）
１

名
の
お
子
さ
ん
が
入
園
し
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
環
境
で
落

ち
着
か
な
い
園
児
た
ち
で
し

た
が
、
式
が
始
ま
る
と
一
生

懸
命
先
生
や
お
客
さ
ん
の
お

話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
始
ま
る
こ
ど
も
園
の

生
活
に
期
待
し
、
目
を
キ
ラ

キ
ラ
さ
せ
て
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

 

サ
ツ
マ
イ
モ
苗
植
え
や
芋
掘
り
、
焼
き
芋
大
会
、
餅
つ

き
等
多
く
の
行
事
で
お
世
話
い
た
だ
く
東
雲
会
の
み
な
様

等
、
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
豊
か
な
体
験

を
し
て
く
だ
さ
い
。 
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 今年度はコロナウイルス感染対策のため、戦没者慰霊祭、愛林碑祭典ともに規模を縮小し、役員と関係者

の代表で執り行いました。 

 東野戦没者慰霊祭  ４月４日（土）  主催・・東野開発振興会・東野自治連合会   

 満開の桜の下、戦没者慰霊祭が４月４日（土）

東野開発振興会、東野自治連合会の主催で執り行

われました。今年は戦没者の遺族の代表のみをお

招きしました。 

 開式にあたり丸山振興会会長から、「今年は新

型コロナウィルス対策で少人数になってしまい残

念ではあるが、祖国のために戦った英霊に哀悼の

意を示したい」という挨拶がありました。  

 参列者

全員によ

る献花が

行われ、英霊の御霊に手を合わせました。例年は故郷東

野に思いを馳せながら帰還が果たせなかった英霊のため

に「ふるさと」を合唱していましたが、今年はそれも出

来ず残念でした。 

 最後に千藤敏美遺族会会長からお礼の言葉がありまし

た。  

地域の話題 

千藤敏美遺族会会長からのお礼のご挨拶 

 
 

東
野
愛
林
碑
祭
典 

４
月
４
日
（
土
）
主
催
・
・
東
野
生
産
森
林
組
合 

 

正
午
か
ら
、
強
い
春
風
の
中
、
愛
林
碑
の
前
で
愛
林
碑
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。  

河
村
組
合
長
及
び
東
野
生
産
森
林

組
合
役
員
の
み
で
執
り
行
っ
た
た

め
、
例
年
に
比
べ
寂
し
い
祭
典
で
し

た
が
、
東
野
の
財
産
で
あ
る
山
林
を

今
日
ま
で
守
り
育
て
て
き
て
く
れ
た

先
人
の
偉
業
に
感
謝
し
、
今
後
も
そ

の
意
志
を
引
き
継
ぎ
、
豊
か
な
自
然

と
財
産
を
守
っ
て
い
く
事
の
大
切
さ
を

感
じ
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

強風の中で行われた祭典 

 延期や中止となりました 

 新型コロナウイルス感染症の広がりで、4月10日、県内に

「非常事態宣言」が発令されました。県の要請を受け市の方

針を確認しました。 

◎小中学校の臨時休校 

◎こども園の休園（保育を要する子どものみ受入れ） 

◎私立保育園、放課後児童クラブ等もこども園と同様の対応 

◎公共施設の利用停止 

 このため、コミセンが利用ができなくなり以下の団体の総

会が中止または延期になりました。 

 中止  4月 東野開発振興会通常総会（書面議決） 

     4月 東雲連合会総会 

     5月    東野青少年育成会議 

 延期  実施時期は未定（5月15日現在）東野生産森林組合 

コロナに負けないぞ！！ ©2010熊本県くまモン  

    

 



5 

もし、非常時に照明がなかったら・・・ 

 近年、停電で明かりがないときのアイデアが本やテレビで紹介されています。手元にランタンなどがあ

れば良いのですが、肝心なときに見つからないこともあります。今回紹介する２つの照明は非常時だけ

でなく、キャンプなどでも利用できるアイデアです。知っているとちょっと自慢したくなります。方法はとて

も簡単。 

アイデア１ 水を入れたペットボトルの下から懐中電灯を照らす 

 懐中電灯やスマートフォンのLEDライトの上に、水を入れたペットボトルを

載せると光が乱反射して周囲が明るくなります。できるだけデコボコやヒダ

ヒダがついたボトルを用いると、効率的に光を散らすことができます。 

  ライトが安定しない場合は、段ボールに刺したりテープで固定することも

できます。またペットボトルの代わりに透明なコップ

をかぶせたりしても同じような効果が得られます。い

ろいろ試してみてください。 
 

アイデア２ 懐中電灯にビニール袋をかぶせる 

ライトにビニール袋をかぶせても、光が乱反射して周囲が明るくなります。よく

道路工事の現場や屋外イベントで用いられている夜間用の照明に近い形です。 

ビニール袋は口を縛ってもよいですし、輪ゴムで止めてもテープで留めても大丈

夫です。 

 今回は照明についてのアイデアを紹介しましたが、インターネットで『防災グッ

ズ』『手作り』と入力し検索してください。「キッチンペーパーマスクの作り方」のような具体的な作り方が

紹介されています。是非検索してください。参考になる知恵が満載されています。 

 今回の照明のアイデアも防災関連のホームページを参考にまとめました。   

 災害時の停電に備えて、明かりの用意・・・暗闇になることを想定して 

・小型の懐中電灯  ・簡易スリッパ  ・手袋（軍手）  ・笛（ホイッスル） 

・ メガネ・吸入薬の予備など      ・これらを収納するポーチや袋   

  地震や台風などの災害時には、停電に備えた明かりの確保が必要です。暗闇の中

では思わぬ危険がありますから、普段から各部屋や枕元に懐中電灯などを用意する

ようにしましょう。 

  特にLED懐中電灯は、消費電力が小さく、球切れの心配がない点で優れています。寝室や玄関、廊

下などには、停電すると自動的に明かりがつくタイプの懐中電灯を設置しておければ、なお一層安心

です。 

注意事項 大地震直後にロウソクは用いない 

 大きな被害をもたらす規模の震災となったとき、地震直後は辺りに木くずや粉塵、がれきや木片が 

 飛散し、とても燃えやすい状態になっています。明かりとしてロウソクや裸火のランプを用いること 

 は、火災の原因となり大変危険ですから、絶対に使用してはいけません。地震の際の照明には、懐 

 中電灯やLEDライト、電球を用いたランプやランタンを用いるようにしてください。 
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東
野
と
鉄
道 

 

恵
那
地
方
で
は
、
中
央
線
が
明
治
33
年
に
名
古
屋
・
多

治
見
間
が
開
通
し
、
明
治
35
年
に
は
多
治
見
・
中
津
川
間

が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
名
古
屋
・
大
井
間
に
は
10

の
駅
が
あ
り
、
こ
の
間
を
汽
車
は
３
時
間
30
分
～
50
分

で
走
り
ま
し
た
。
大
井
駅
前
通
り
は
狭
く
、
両
側
に
は
水

田
が
あ
り
、
運
送
店
と
旅
館
が
あ
っ
た
く
ら
い
で
し
た
。 

 

大
井
駅
が
で
き
る
と
、
大
井
・
岩
村
間
に
電
車
を
走
ら

せ
る
計
画
が
進
み
、
明
治
39
年
12
月
に
工
事
が
完
成
し

ま
し
た
。
大
井
・
岩
村
間
、
約
12
㎞
に
駅
は
５
つ
あ
り
、

向
島
に
『
東
野
口
』
と
い
う
駅
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
電
車

は
大
井
か
ら
向
島
を
通
り
、
阿
木
川
に
沿
っ
て
岩
村
へ
通

じ
て
い
ま
し
た
。
地
元
で
は
、
開
業
す
る
以
前
か
ら
静
岡

県
掛
川
か
ら
明
智
付
近
を
通
っ
て
大
井
へ
通
じ
る
『
遠
三

鉄
道
』
の
計
画
を
政
府
に
請
願
し
て
い
ま
し
た
が
実
現
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
大
井
出
身
の
古
屋
代
議
士
が
尽
力
し
、
大
正

11
年
に
大
井
・
明
智
・
掛
川
の
間
に
鉄
道
を
作
る
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
列
道
の
早
期
工
事
の
実
現
を
図
る
た
め
、

東
野
・
阿
木
・
岩
村
・

遠
山
・
明
智
・
大
井
の

人
々
と
13
の
村
の
代
表

が
東
京
事
務
所
を
作

り
、
政
府
と
話
し
合
い

を
続
け
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
昭
和
６

年
に
大
井
・
明
智
間
の

工
事
が
始
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
東
野
駅
を

作
る
予
定
の
場
所
で
起

工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

 

東
野
の
交
通 

昭
和
44
年
２
月
東
野
小
学
校
発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
私
た
ち
の
東
野
』
よ
り 

 

江
戸
時
代
、
東
野
村
を
通
る
主
な
道
が
３
つ
あ
り
ま
し
た
。 

 

①
阿
木
街
道 
大
井
か
ら
阿
木
へ
通
じ
る
道 

②
横
吹
街
道 
大
井
か
ら
武
並
神
社
、
染 

 
 
 
 
 

戸
、
源
吾
輪
、
青
野
、
八
屋 

 
 
 
 
 

砥
を
通
っ
て
岩
村
へ
行
く
道 

③
白
坂
街
道 

阿
木
街
道
と
浜
井
場
で
分 

 
 
 
 
 

か
れ
、
白
坂
を
通
り
茄
子
川
へ
行
く
道 

 

こ
れ
ら
の
道
路
の
道
幅
は
、
2.7

ｍ
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
江 

戸
時
代
に
は
年
貢
を
運
ん
だ
り
領
主
が
通
っ
た
り
す
る
た
め 

の
重
要
な
道
路
で
し
た
。
こ
の
他
、
村
内
に
は
幅
90

cm
～ 

1.2

ｍ
く
ら
い
の
道
が
通
じ
て
い
ま
し
た
。 

 

明
治
に
な
り
農
家
で
米
や
肥
料
等
の
売
買
が
多
く
な
り
ま 

し
た
。
物
の
売
買
が
盛
ん
に
な
り
阿
木
か
ら
材
木
や
炭
、
薪 

な
ど
を
積
ん
だ
馬
車
が
大
井
に
向
か
っ
て
通
り
、
帰
り
は
、 

肥
料
の
ニ
シ
ン
か
す
・
石
灰
（
い
し
ば
い
）
な
ど
の
他
、
塩
な 

ど
を
積
ん
で
戻
り
ま
し
た
。
小
野
川
か
ら
阿
木
へ
近
づ
く
と
赤 

土
の
道
に
な
り
、
雨
等
で
ぬ
か
る
ん
で
大
変
で
し
た
。
そ
こ 

で
東
野
と
阿
木
の
代
表
が
阿
木
街
道
を
県
道
に
し
て
道
を
拡 

幅
し
て
も
ら
う
よ
う
請
願
し
ま
し
た
。 

 

大
正
末
期
、
県
道
と
し
て
道
を
3.5

ｍ
ぐ
ら
い
に
拡
幅
す
る 

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
内
で
も
広
い
道
が
必
要
と
な
り 

昭
和
の
初
め
、
村
道
を
広
く
す
る
工
事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
10
年
ご
ろ
、
大
井
・
阿
木
間
に
バ
ス
が
開
通
し
午
前 

と
午
後
に
１
往
復
ず
つ
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
バ
ス 

代
が
非
常
に
高
か
っ
た
の
で
、
庶
民
は
乗
れ
な
か
っ
た
そ
う 

で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
木
炭
を
使
っ
た
バ
ス
が
通 

り
ま
し
た
。 

 

終
戦
後
、
東
濃
鉄
道
が
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和 

29
年
に
大
井
・
阿
木
間
が
大
人
で
10
円
で
し
た
。 

 

県
道
を
通
る
車
が
増
え
る
に
し
た
が
い
、
県
道
が
危
険
に 

な
り
、
道
路
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
、
幅
を
広
げ
、
舗
装
す
る
必 

要
が
出
て
き
た
た
め
昭
和
39
年
に
舗
装
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
８
年
５
月
24

日
、
大
井
・
阿
木
間
10
㎞
の
鉄
道

が
完
成
し
、
阿
木
の
公
会
堂
で
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
日
、
大
井
で
も
朝
か
ら
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
に
な
る
と

提
灯
行
列
が
行
わ
れ
、
大
変
な
お
祝

い
で
し
た
。 

 

昭
和
９
年
１
月
、
阿
木
・
岩
村
間

が
完
成
し
、
さ
ら
に
６
月
に
は
明
智

ま
で
完
成
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
鉄
道
は
、
最
初
は
静
岡
県
掛

川
ま
で
の
予
定
で
し
た
の
で
、
『
掛

川
線
』
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
明
智

ま
で
作
ら
れ
た
だ
け
で
あ
と
は
取
り

や
め
に
な
っ
た
の
で
、
明
知
線
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

 

明
知
線
の
工
事
に
は
、
東
野
や
阿
木
の
男
性
が
日
給

48
銭
、
女
性
は
線
路
に
石
を
敷
く
石
を

割
る
仕
事
で
日
給
25
銭
で
雇
わ
れ
た
そ

う
で
す
。 

 

東
野
駅
は
、
駅
員
２
名
で
し
た
が
、
昭

和
12
年
４
月
か
ら
駅
長
の
い
る
独
立
駅

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ま
た
駅
員
だ

け
と
な
り
、
昭
和
36
年
10
月
か
ら
は
無

人
駅
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

開
業
か
ら 

昭
和
48
年
ま
で
は
Ｃ
12
型
蒸
気
機
関
車
が

走
っ
て
い
ま
し
た
。
恵
那
駅
に
転
車
台
が
な
い
た
め
片
道

は
バ
ッ
ク
運
転
で
し
た
。
当
初
は
貨
客
混

合
列
車
で
し
た
が
、
レ
ー
ル
バ
ス
の
導
入

に
よ
り
、
貨
客
分
離
が
行
わ
れ
、
貨
物
列

車
の
み
蒸
気
機
関
車
に
よ
り
運
転
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。  

 

地
域
の
足
と
し
て
残
っ
て
い
た
国
鉄
明

知
線
で
し
た
が
、
廃
止
対
象
路
線
と
な
り

昭
和
60
年
11
月
国
鉄
明
知
線
が
廃
止
さ
れ
、
明
知
鉄
道

に
経
営
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
明
知
駅
は
町

名
に
合
わ
せ
明
智
駅
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。 

地
域
を
知
る
・
東
野
を
知
る 

開業を待つ東野駅（昭和８年12月） 

昭和13年 東野駅  

大門の常夜灯 

http://ja.wikipedia.org/wiki/C12%E8%92%B8%E6%B0%97%E6%A9%9F%E9%96%A2%E8%BB%8A
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こんな時だから・・・ 

 ３密（密集・密閉・密着）

を避ける、外出を自粛、「お

うちにいよう」等、外に出ら

れない方がたくさんいます。 

 せめて、コミセン周辺の風

景をお楽しみください。 

 

  

 

 

 

 

                 花
無
山
句
会 

令
和
２
年
３
月
26
日 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

東
野
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

   
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
  

市
川 

芳
子 

 
 

約
束
の
鉢
に
小
分
け
す
福
寿
草 

 
 

 

東
風
（こ
ち
）に
載
せ
遠
い
国
へ
と
荷
を
送
る 

 
  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

内
木
伊
津
子 

 
 

春
の
嶺
々
遠
く
に
眺
め
露
天
風
呂 

 
 

 

恵
那
山
を
背
に
し
て
午
下
（ご
か
）の
菊
根
分
け 

  
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

千
藤
猛
司 

 
 

川
の
辺
に
し
だ
れ
咲
き
た
る
藪
椿 

 
 

 

風
に
ゆ
れ
ワ
ル
ツ
を
踊
る
踊
子
草 

  
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

千
藤
恵
三 

 
 

土
雛
光
秀
公
は
正
面
に 

 
 

 

涅
槃
雪
想
定
外
の
こ
と
多
し 

文
芸 

   

 明治時代には何名かの方が俳句をされており、八坂神社に奉納

額が揚げてあり、現在も見ることができます。 

昭和14年頃から西尾狂果さんが中心となり太田如水氏の指導の

もと、句会が開かれるようになり、｢豆の花句会｣が出来ました。

ガリ版刷りの｢豆の花｣という句会誌が月々発行されましたが、会

員の高齢化のため、句会は休会となってしまいました。 

 昭和49年４月、向島出身の鈴木弘道（俳号は抱風子）さんが公

民館講座の指導講師となり｢花無山俳句会｣が誕生しました。昭和

57年、句友一同の句碑建立の話が抱風子さんよりあり、宗久寺境

内に句碑が建立されました。昭和63年には阿木川ダム下の阿弥陀

堂の山の麓に句碑「山河あり」が建立（会員17名の句）されまし

た。平成初年ころ公民館講座から自立し、以後生涯学習団体「花

無山句会」として続けられています。 

 花無山句会は令和に改元された今日も活動を続けています。 

 コミセンでは10月に第２回

ふるさと写真展を予定してい

ます。ぜひ、地域の皆さん

に、「ステキな風景」「ステ

キな人」を教えてください。 
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発 行 

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

☎
二
六
ー
二
五
五
五 

東
野
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会 

☎
二
六
ー
二
二
四
四 

 
 
 

 
 

 
 

 

編
集
後
記 

▼
今
回
は
、
戦
没
者
慰
霊
祭
、
愛
林
碑
祭
典
の
様
子
を
紹
介
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
規
模

を
大
幅
に
縮
小
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
▼
テ
レ
ビ
も
新
聞

も
コ
ロ
ナ
と
い
う
言
葉
ば
か
り
。
し
か
し
こ
う
い
う
時
だ
か
ら

こ
そ
、
人
の
温
か
さ
が
際
立
っ
て
き
ま
す
。
少
し
で
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
で
明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
ん
な
出
来
事
を

紹
介
し
ま
す
。
▼
４
月
下
旬
、
群
馬
県
前
橋
市
の
男
子
清
掃
員

が
市
民
か
ら
の
感
謝
の
手
紙
を
見
つ
け
ま
し
た
。
「
私
た
ち
の

生
活
を
守
る
た
め
、
変
わ
ら
ず
集
荷
作
業
を
頂
き
あ
り
が
と

う
」
「
家
族
の
方
も
心
配
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
気
を
付
け
て
」
な
ど
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
と
と

も
に
、
通
販
を
利
用
す
る
こ
と
が
増
え

て
い
ま
す
。
荷
物
が
き
ち
ん
と
届
く
の

は
、
配
達
員
さ
ん
が
い
て
く
れ
る
か
ら

で
す
。
配
達
員
さ
ん
が
自
分
の
感
染
リ

ス
ク
を
心
配
し
な
が
ら
働
い
て
く
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
置
き
配
の
サ
ー
ビ

ス
が
増
え
て
い
て
、
「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
イ
ラ
ス
ト
レ
タ
ー
の
小
林
マ

キ
さ
ん
は
、
は
り
紙
に
、
荷
物
を
は
さ
ん
で
配
達
員
さ
ん
と
受

け
取
る
人
が
目
を
あ
わ
せ
向
か
い
合
っ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
に
、

手
書
き
で
「
配
達
の
方 

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
書
き
、
置
き
配
の
場
所
に
張
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
イ
ラ
ス

ト
を
イ
ン
ス
タ
に
ア
ッ
プ
し
、
よ
か
っ
た
ら
お
使
い
く
だ
さ
い

と
小
林
さ
ん
は
書
い
て
い
ま
す
。
▼
命
を
守
る
医
療
従
事
者
の

皆
さ
ん
、
子
ど
も
を
お
世
話
す
る
学
童
や
保
育
所
の
先
生
方
、

ス
ー
パ
ー
や
小
売
業
の
皆
さ
ん
等
々
、
す
べ
て
の
人
に
支
え
ら

れ
私
た
ち
の
生
活
が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
も
ち
、
口
に
し
た
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
杉
） 

 

 

令
和
２
年
度
前
期
市
民
講
座
に
つ
き
ま
し
て

は
全
講
座
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
事
態
が
終
息

し
市
民
講
座
開
講
の
目
途
が
立
ち
ま
し
た
ら
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

乳
幼
児
学
級
の
目
的 

・
保
護
者
の
学
び
の
場 

・
保
護
者
同
士
の
交
流 

・
親
子
の
交
流 

 

右
の
３
本
柱
を
中
心
に
学
び
を
通
し
て
子
育

て
・
親
育
ち
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
後
の
予
定 

 

ま
だ
ま
だ
先
の
見
え
な
い
状
況
で
す
が
、
９

月
開
講
を
目
途
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
状

況
等
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

一
般
書
・
児
童
書
だ
け
で
な
く
、
雑
誌
な
ど

も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
貸
し
出
し
も
可
能
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

閲
覧
可
能
雑
誌 

・
き
ょ
う
の
料
理 

・
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ 

・
現
代
農
業 

・
こ
ど
も
の
と
も 

令和元年12月 合同クリスマス会 

教
え
て
く
だ
さ
い 

 
 

令
和
２
年
度 

後
期
市
民
講
座
に
つ
い
て 

・
こ
ん
な
講
座
が
あ
っ
た
ら
な
あ
・
・
・ 

・
こ
ん
な
講
座
な
ら
講
師
を
し
ま
す 

・
こ
ん
な
素
敵
な
講
師
が
い
ま
す 

 


